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はじめに
　秋田大学教育文化学部には天文台があり，多くの天文設備を保有している．平成 18年度より地域社会貢献の活動と

して，夜間天体観察会や天文講演会を実施している．本発表では，平成 20年度に実施された天文イベントについて報告
し，今後の活動について検討する．

秋田大学天文台概要
　秋田大学教育文化学部の天文台は，1973年に設置された教育と研究のための施設である．施設を利用した研究活動

は，天文学を専門とする教員が学部に所属していないために行われていない．教育活動は，学内の天体観察の実習に利
用されている．主な設備は，35 cm反射望遠鏡と教養基礎科目の設備補充により，口径 10 cmの屈折赤道儀 9台である．
天文台では，天文設備の利用拡大，大学施設の市民への開放事業，地域社会貢献活動として，平成 18年度より市民向け
の天文イベントを実施している．

平成 20年度の活動内容
　平成 20年度は，年度当初に年間予定を作成して，計画的に天文イベントを実施した．夜間天体観察会は基本的に毎

月第 3土曜日に実施し，天文講演会と天文講座（天文ボランティア講習会）は隔月開催した．また，文部科学省の科学
技術週間に登録イベントとして，全国的な天文イベント週間であるスター・ウィークの協力団体として，大学祭の期間
に合わせる形でイベントを実施した．科学技術振興機構の平成 20年度地域科学技術理解増進活動推進事業「地域活動支
援」の支援により，天体望遠鏡を活用した総合的な天体観測の実習，天体観測講座「天体望遠鏡をつくって天体観測を
しよう」のイベントを実施し，財団法人天文学振興財団の協力団体による天文普及活動への助成により「秋田大学天文
クラブネットワーク」の事業を実施した．天文台が主催した事業以外では，秋田大学子ども見学デー，秋田県総合教育
センターの理科好きの児童生徒を育てる指導，県内の中学校 1校と市内の高等学校 1校の学校訪問において，天文台施
設を利用した活動を実施した．また，秋田大学の年度計画推進経費の予算により，国立天文台が開発している 4次元デ
ジタル宇宙プロジェクトのシアターを導入して，夜間天体観察会で曇天のために天体観察が行えない場合にシアターの
上映を行った．

今後の活動
　平成 21年度は天文学についての話題が多い一年である．国際連合，国連教育科学文化機関ユネスコ，国際天文学連

合が定めた世界天文年であり，日本では 7月 22日に皆既日食が起こる．また，秋田大学の天文台は，天文ドームの補修
が行われ，大型の研究用天体望遠鏡が導入される予定である．これを機に，より多くの市民に天文台に来てもらえるよ
うな活動を展開していくことが重要である．天文台を中心にして地域の天文教育普及活動児童生徒の理科の学習効果を
高めるための学校教育現場で活用できるような学習指導要領に沿った学習教材・プログラムの開発，市民の科学リテラ
シーを高めるための市民が継続的に活動を行えるような仕組みの整備を行い，地域から親しまれる天文台，また，魅力
ある大学として地域社会に貢献していく必要がある．


